
令和５年度全国メディカルコントロール協議会連絡会（第２回）プログラム 

 

Ⅰ 開催概要 

１ 日 時 令和６年２月２日（金） 14 時 00 分～17 時 00 分 

 

２ 場 所 名古屋国際会議場 センチュリーホール 

       （愛知県名古屋市熱田区熱田西町１－１） 

              ※同日に開催されている第 32 回全国救急隊員シンポジウムと同会場 

 

 

Ⅱ プログラム 

１ 開 会 全国メディカルコントロール協議会連絡会世話人会 

会長 横田 順一朗 

 

 

２ 第１部 「全国の各メディカルコントロール協議会における活動の情報交換会」 

       【テーマ】プロトコル（７演題）（14 時 05 分～15 時 15 分） 

 

座長 国立病院機構災害医療センター病院長 大友 康裕 

座長 札幌市消防局長 村井 広樹 

 

（１）プロトコル策定行程 

○プロトコル等改定ワーキンググループの設置について 

 大阪府三島地域メディカルコントロール協議会 

 

（２）傷病者の搬送及び受入れの実施基準を盛り込んだプロトコル 

○難治性 VF 傷病者の救命率向上を目的とした地域独自プロトコルの運用とその効果 

大阪府堺地域メディカルコントロール協議会 

 

○傷病者の搬送及び受入れの実施基準を反映した病院前救護プロトコルについて 

大阪府健康医療部保健医療室医療対策課 

 

（３）緊急度判定プロトコル 

○緊急度判定プロトコル Ver.3 を取り入れた「119 番通報時」および「救急現場」 

プロトコルの策定 

三重県救急搬送・医療連携協議会 

 

（４）救命処置を望まない傷病者に対する活動プロトコル 

○傷病者本人の意思を尊重しより質の高い救急活動を目的とした DNAR プロトコールの

運用開始について 

神戸市メディカルコントロール協議会 



 

○「心肺蘇生を望まない傷病者への対応」 運用開始までの経緯と現状について 

下関・長門地域メディカルコントロール協議会 

 

○蘇生を望まない傷病者の意思を尊重するために 

千葉県東部地域救急業務メディカルコントロール協議会 

 

 

―  休憩  ― 

 

 

３ 報告・情報提供（15 時 25 分～15 時 40分） 

  ○ 消防庁からの情報提供            消防庁 救急専門官 飯田龍洋 

  

  

４ 第２部 パネルディスカッション「第８次医療計画におけるメディカルコントロール」

（15 時 45 分～16 時 45 分） 

 

座長 大阪公立大学大学院医学研究科救急医学 教授 溝端 康光 

座長 東京消防庁救急部長 門倉  徹 

 

（１）第８次医療計画作成指針における救急活動 

大阪公立大学大学院医学研究科救急医学 教授 溝端 康光 

 

（２）脳卒中における救急活動とメディカルコントロール 

神戸市立医療センター中央市民病院 参事 脳血管治療研究部 部長 坂井 信幸 

松戸市消防局救急課 市川 幸治 

 

（３）心筋梗塞等の心血管疾患における救急活動とメディカルコントロール 

獨協医科大学病院 救命救急センター 学内教授 菊地  研 

横浜市消防局救急部救急課 松崎  潤 

 

（４）救急医療におけるメディカルコントロール 

大阪市消防局救急部救急課 武本 泰典 

 

 

５ 事務連絡（16 時 50 分～17 時 00 分） 

令和６年度全国メディカルコントロール協議会連絡会（第１回）の開催予定について 


